
AIを活用した切花フランネルの出荷予測･開花調節技術の開発 

 

○実施期間：平成３１～ 令和５年度 

○担当部署：花き部 

○区  分：プロジェクト研究 

○研究内容 

フランネルフラワーの輸出に向け、生産増と収益の安定を図るには、海外バ

イヤーの要望である計画生産および周年化への対応が必須で、これを実現する

「新しい栽培暦」が必要となります。 

そのためには、正確な出荷予測技術が不可欠で、フランネルの場合、①生育

量、②温度等の気象環境が開花に影響を及ぼしますが、これらの要因を融合し

た開花時期の予測技術は無く、また、予測精度を高めるには、各ほ場の遮光や

換気条件の違いによる補正も必要です。 

そこで、蓄積したデータを元にクラウド型AIを利用して出荷予測システムを

構築するとともに、出荷予測を利用した開花調節技術も検討し、出荷調整が可

能となる精度の高い予測システムを構築するとともにIoTを活用して手軽に分

かり易く情報を入手できる支援モデルの構築を目指します。 

 

 
 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・オンリーワン：岐阜県のみハウス生産
・日持ち性に優れる：バラの２倍
・四季咲き性品種：原種は春一季性
・世界コンテスト：フロリアードで銀賞受賞

「ほしいときに安定した品質の提供」
-そのためには-

国内および海外バイヤーの要望に対応できるため

年間経済効果は２億円（生産＋流通＋販売）以上！

優位性

課題

ステップ
１

ステップ
２

ステップ
３

経済効果

出荷予測システムの開発
「農技セハウスレベル」

・播種時期と生育量による出荷時期予測
・気象データの年次変動による補正

システムを活用した開花調節技術の開発
「現場実証レベル、開花調節方法」

・現地栽培環境による出荷時期の補正
・栽培技術（摘心や植調剤など）による開花調節技術

IoTを活用した生産者向けツールの開発
「技術の見える化技術開発」

・生産者栽培情報による出荷時期予測ツール開発
・需要供給予測に対応した出荷時期調整ツール開発

出荷予測に向けた研究のアプローチ

フランネルフラワーの優位性と課題

出荷予測 出荷調節 情報提供

「ファンシーマリエ」

「フェアリームーン」


